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物への付加により合成した。ジエン錯体の立体構造は、1H NMR および X 線結晶構造解析により決定した。エチレン
－ヘキセン重合の結果、アルキルおよびジエン錯体は高温において、ジクロロ錯体より高い重合活性を発現する事を
明らかにした。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、フェノキシ基を配位子として有する前周期金属錯体を合成し、その構造を明らかにし、均一系オレフィ
ン重合触媒への応用を検討したもので、得られた主な成果は次の通りである。 
 １．リン原子を架橋原子とするビスフェノールを配位子とする一連のチタン錯体を合成し、それらのエチレン重合
触媒機能について検討した。配位子はチタンに facial に結合し、窒素官能基をサイドアーム配位子として有する錯体
が高い重合活性を示し、高分子量のポリエチレンを与える事を明らかにした。 
 ２．一連のビスフェノール配位子の効果をクロム触媒について検討し、エチレン重合において、チタンと全く異な
る置換基効果を発現することを明らかにし、一つの水酸基がクロムに配位しない、ユニークな錯体構造を形成するこ
とを示した。適切な共触媒を選ぶことにより、バラエティに富んだ分子量のポリエチレンを合成できることも示した。 
 ３．ケイ素官能基で架橋されたハーフメタロセンフェノキシ錯体の新規合成法を検討し、アリル基の脱離を鍵とす
るジアニオン発生方法により、高収率でメタロセン錯体を合成できることを明らかにした。エチレン－ヘキセン重合
を実施し、新しく合成した錯体の置換基効果を調べ、共重合性と錯体構造を合理的に関連付けた。 
 ４．ハーフメタロセンフェノキシチタン錯体の誘導体の合成、および、重合時の脱離基効果を検討した。代表的な
錯体については、詳細構造を明らかにし、1,4-ジフェニルブタジエンは、s-cis、prone の配位構造でチタンに結合す
ることを示した。ジエン錯体、およびクロム錯体は、高温で、ジクロロ錯体より高い重合活性を示す事を明らかにし
た。 
 以上の内容により、本論文は博士（工学）に値するものと認める。 
